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単 位 数 ４ 単 位

｢ 物 理 Ⅰ ｣
学科・学年・学級 普通科第３学年物理選択者

１ 学習の到達目標等

物理的な事物・現象についての観察、実験を行い、自然に対する関心や探求心を高学 習 の 到 達 目 標

め、物理学的に探求する能力と態度を育てるとともに基本多岐な概念や原理・法則
を理解させ、科学的な自然観を育成する。

使用教科書・副教材等 「物理Ⅰ」 第一学習社 ・ ネオパルノート物理Ⅰ

２ 学習計画及び評価方法等

( ) 学習計画等1

備 考（学習活

学 動の特記事項， 考

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 他教科・総合的 査

な学習の時間・ 範

期 特別活動等との 囲

関連など）

物理とは ４ これから学ぶ物理とはどのようなものか、イ 物理の学習は、
メージをつかんでもらいます。 物理現象に付い

第１章 力と運動 普段何気なく見ていることや使っているも ての知識も大切
第 節 物体の運動 のでも「なるほど，そうなっていたのか」と ですが、実験等 中1

①日常に怒る物体の運動 理解することで，物理的な世界により親しむ を通して経験す
②運動の表し方 ことができると思います。 ることが重要で 間１

③落下運動 す。
第 節 力のはたらきと 歴史的に古くから，物体の運動は様々な方 考2

つりあい 法で実験され調べられてきました。物体の運
①力の釣り合い 動は長さ・質量・時間を測定することで表さ 査学

②いろいろな力 れていますが，授業ではその運動を支配して
③大きさのある物体 いるルール（運動の法則）を学びます。その

にはたらく力 際，物体にはたらく力と，質量，加速度の関５

第 節 運動の法則 係が明らかにされます。運動の法則は，その期 3
①運動の 法則 適用範囲が非常に広く，簡単な運動ならば厳3
②運動方程式の利用 密に記述することができます。問題演習や実

験を通して，いろいろな具体例を学びます 期
６第２章 エネルギー

第 節 仕事と 「エネルギー」は日常的にもよく耳にする 末1
力学的エネルギー ことばで，毎日の生活においても欠かせない

①仕事と仕事率 ものです。ここではエネルギーの物理的な意 考
②力学的エネルギー 味をまず学び，さまざまなエネルギーの間に
③力学的エネルギー 成り立つ関係（エネルギー保存の法則）につ 査７

保存の法則 いて詳しく学習します。

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】

課題や実験のレポートは期限を守って提出して下さい。

【第１学期の評価方法】

定期考査の成績

実験のレポート、提出物の内容

学習活動への参加の態度を総合して評価します。



第 節 熱とエネルギー 熱とエネルギーの関係を学びます。 物理の学習は、2
①温度 物理現象に付い
②熱 ての知識も大切 中２ ９

第 節 電気とエネルギー 電流と電圧の関係と、抵抗率は導体の材質 ですが、実験等3
①電流と抵抗 や温度によって変化することを学びます。 を通して経験す 間
②電流とエネルギー ジュールの法則やジュール熱を学習し，電 ることが重要で

流とエネルギーに関する法則性を学びます。 す。 考学

第 節 エネルギーの エネルギーの変換から，エネルギー保存の4
変換と保存 法則を学びます。 査10

①エネルギーの種類と
変換期

第３章 波動 海の波，人間の声や楽器の音，光や電波な
第 節 波の性質 ど，これらはすべて波動といわれる現象で説1

①身近に見られる 明されます。このように波動も身近なものに
波動現象 みられる物理現象です。ここでは，まず波の

②波の重ね合わせ 基本的な性質を学びます。11
③波の伝わり方 期

波動現象の中でも、もっとも身近な現象は第 節 音波2
音です。この音が波であり、どのような現象 末①音の伝わり方

を起こすか、学びます。②物体の振動

考③ドップラー効果

シャボン玉がにじ色づくことや，カメラの第 節 光波3 12
レンズのしくみなどは光波（光が波としての 査①光の進み方

性質を示すこと）として説明されます。②レンズとスペクトル

③光の回折と干渉

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】

課題や実験のレポートは期限を守って提出して下さい。

【第２学期の評価方法】

定期考査の成績

実験のレポート、提出物の内容

学習活動への参加の態度を総合して評価します。

第４章 電気 物理の学習は、 学
第 節 電気の利用 自分たちの身の回りにある電気現象を取り 物理現象に付い 年1

①電気と生活 上げます。モーターや発電の仕組み、電流・ ての知識も大切 末３ １

②モーターと発電機 電波・通信など、生活に密着した電気につい ですが、実験等 考
③直流と交流 て学びます。 を通して経験す 査学

第 節 電波と情報通信 ることが重要で2
①電波 す。期

②情報通信

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】

課題や実験のレポートは期限を守って提出して下さい。

【第３学期の評価方法】

学年末考査の成績

実験のレポート、提出物の内容

学習活動への参加の態度を総合して評価します。

【年間の学習状況の評価方法】

「関心・意欲・態度 「思考・判断 「技能・表現 「知識・理解」の４つの観点から評価した１学期の成績，２学期」， 」， 」，

の成績及び３学期の成績を総合し，年間の学習成績とします。



確かな学力を身に付け ・ 「物理Ⅰ」は，他の理科の基本ともなるべき教科であり，これからの科学文明を生き抜

るためのアドバイス いていくために必要不可欠な教科です。前向きな態度で授業にのぞみ，積極的に課題にチャ

レンジしてください。

・

・ 教科書の内容を覚えることも大切ですが，知識のみに偏らず，問題の発見や解決能力を

高めていき，実社会に役立てられるような実践力を身に付けることが最も大切です。

授業を受けるに当たっ ・ 授業はチャイムと同時に開始しますので，教材・教具を準備し，着席を完了してくださ

て守ってほしい事項 い。毎時間物理実験室を利用し，移動がありますので，遅れないように注意してください。

・ 授業中に疑問点などがあれば，授業の進行に支障を来さない範囲で，積極的に質問して

ください。

・ 提出物は確実に提出してください。

( ) 評価の観点，内容及び評価方法2

皆さんの学習状況は 「関心・意欲・態度 「思考・判断 「技能・表現」及び「知識・理解」 の４つの観， 」， 」，

点で評価します。

評価の観点及び内容 評 価 方 法

・ 物理現象などに関心を持っているか。 ・ 学習活動への参加の仕方や態度

・ 身の回りにあるさまざまな問題の解決を通し ・ ワークシート及びポートフォリオ

関心・意欲・態度 て，物理の考え方を主体的に活用しようと努力 ・ 生徒自己評価及び生徒間相互評価

しているか。

・ 学習活動への参加の仕方や態度

・ 自然の事物・現象の中から物理学的な立場で ・ ワークシート及びポートフォリオ

思 考 ・ 判 断 問題を見いだし、科学の方法を適用しながら問題 ・ 生徒自己評価及び生徒間相互評価

を解決してゆく事が出来るか。 ・ ディスカッションの発言

・ 授業の中での簡単な口頭試問

・ 学習活動への参加の仕方や態度

・ 観察や実験を行い、情報を集め、推論し、検 ・ ワークシート及びポートフォリオ

技 能 ・ 表 現 証するなどの探求の課程で用いられる科学の方法 ・ プレゼンテーション（発表）

を習得する事が出来るか。 ・ 生徒自己評価及び生徒間相互評価

・ 実技テストや習熟度の確認

・科学的な自然観を育成するため、自然科学全般 ・ 定期考査

知 識 ・ 理 解 にわたる知識・理解が必要であるが、物理分野に ・ 授業の中での簡単な口頭試問

関する幅広い知識・理解を養う事が出来るか。

３ 担当者からのメッセージ

・ 講義形式，個人学習，グループ学習，ディスカッションなど，さまざまな形態の学習活動を行います。また，評

価は，ペーパーテストのみならず，実習への意欲や態度，プレゼンテーション（発表 ，ポートフォリオ（学習履歴をフ）

ァイリングしたもの ，生徒の自己評価などを総合して評価します。）

・ １年間の学習の中で，自然科学の進歩に対応できる基礎的な能力や問題解決力が身につくようになります。


